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市
街
の 
喧  
騒 
か
ら
や
や
離
れ
た
、住
吉
の
静
か
な
住
宅
地
に

け
ん 

そ
う

立
地
す
る
廣
済
寺
に
、こ
の
墓
碑
は
建
っ
て
い
ま
す
。近
代
東
北

初
の
開
業
女
医 
山
崎
富
子
と
そ
の
夫
、日
野
志
學
の
墓
碑
で
す
。

　

明
治
の
世
に
至
り
、政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
革
に
乗
り

出
し
ま
す
。医
療
制
度
も
そ
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

明
治
七（
一
八
七
四
）年
に
は
、医
師
の
資
格
な
ど
に
つ
い
て

定
め
、さ
ま
ざ
ま
な
規
定
を
盛
り
込
ん
だ「 
医  
制 
」が
発
布
さ
れ
、

い 

せ
い

明
治
九（
一
八
七
六
）年
の
医
術
開
業
試
験
法
の
制
定
へ
と
至
り

ま
す
。

　

文
明
開
化
の
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
の
頃
、石
巻
で
は
江
戸
時

代
か
ら
開
業
す
る
数
人
の
医
師
が
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
三（
一
八
七
〇
）年
に
は
、早
く
も
牡
鹿
郡
医
師
会
が
組
織

さ
れ
、明
治
六（
一
八
七
三
）年
、石
巻
初
の
公
立
病
院
で
あ
る

「
宮
城
県
共
立
病
院
石
巻
分
局
病
院
」が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
子
は
、嘉
永
四（
一
八
五
一
）年
、遠
田
郡
田
尻
小
松（
現
大

崎
市
）の
医
師 

大
友 
慎  
庵 
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、幼

し
ん 

あ
ん

く
し
て
父
と
死
別
。母
の
再
婚
に
よ
り
、庄
内
藩
の
医
師
で
あ
っ

た
山
崎 
信  
哉 
の
子
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、十
七
歳
の
慶
応
三

し
ん 

や

（
一
八
六
七
）年
、湊
一
皇
子
神
社
神
職
、日
野
志
學
と
結
ば
れ
ま

す
。主
婦
で
あ
り
な
が
ら
、聡
明
で
あ
っ
た
富
子
は
、養
父
信
哉

の
後
を
継
ぎ
、医
学
を
志
し
ま
す
。兄
山
崎 
英  
順 
に
眼
科
を
、伯

え
い 
じ
ゅ
ん

父
沼
倉 
眞  
庵 
に
は 
賀  
川  
流 
の
産
科（
江
戸
時
代
か
ら
続
く
産
科

し
ん 

あ
ん 

か 

が
わ 
り
ゅ
う

医
学
）を
学
び
、明
治
七（
一
八
七
四
）年
、女
医
と
し
て
開
業
す

る
の
で
す
。

　
 
市  
井 
の
開
業
医
に
お
い
て
は
、当
時
は
、ま
だ
江
戸
時
代
か
ら

し
せ 

い

続
く
漢
方
医
が
多
く
、近
代
西
洋
医
学
へ
の
転
換
期
で
し
た
。医

制
で
は
、医
師
の
資
格
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
ま
し
た
が
、従
来

の
開
業
医
や
そ
の
子
弟
に
つ
い
て
は
無
試
験
で
開
業
免
許
状
が

与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。富
子
は
夫
の
理
解
を
得
て
明
治
一
二

（
一
八
七
九
）年
に
上
京
、 戸  
塚  
文  
海 
の
も
と
で
眼
科
と
産
婦
人

と 

つ
か 

ぶ
ん 

か
い

科
を
学
び
、内
務
省
開
業
医
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。ま
た
、そ

れ
と
と
も
に
東
京
府
病
院
産
婆
教
習
所
で
産
婆
学
を
研
鑽
。明

治
一
四（
一
八
八
一
）年
、内
務
省
産
婆
開
業
免
許
を
取
得
し
て

い
ま
す
。帰
郷
後
、山
崎
医
院
を
継
ぎ
、住
吉
町
に
眼
科
専
門
医

と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

　

明
治
一
七
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
、山
崎
富
子
は
産
婆（
助

産
婦
）教
育
に
着
手
し
ま
す
。

　

「
産
婆
」と
は
、「
ト
リ
ア
ゲ
バ
バ
」と
も
呼
ば
れ
、主
に
出
産
の

際
に「
お
産
」を
手
助
け
す
る
専
門
師
の
こ
と
で
、こ
の
呼
び
名

は
戦
前
ま
で
続
き
ま
し
た
。現
在
は「
助
産
師
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。当
時
の
地
方
に
お
け
る
産
婆
の
水
準
は
低
く
、初
歩
的
な

知
識
不
足
と
未
熟
な
技
術
。果
て
は
、い
わ
ゆ
る「
間
引
き（
出
生

児
の
殺
害
）」へ
の
協
力
が
横
行
し
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
一
八（
一
八
八
五
）年
の
新
聞
に
は
、石
巻
の
医
師
で
あ

る
富
子
が
、（
私
立
）産
婆
講
習
所
の
設
立
を
出
願
し
、認
可
さ
れ

た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
が
宮
城
県
に
お
け
る
助
産

婦
養
成
所
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
〇（
一
八
八
七
）年
、こ
の
講
習
所
を
三
名
の
女
性
が

卒
業
し
、内
務
省
産
婆
開
業
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

二
二
年
に
は
、牡
鹿
郡
産
婆
組
合
が
設
立
さ
れ
、明
治
三
九（
一

九
〇
六
）年
の
、私
立
牡
鹿
病
院
へ
の
産
婆
講
習
所
の
設
立
へ
と

引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す（
牡
鹿
病
院
跡　

門
脇
町
一
丁
目
に

は
、文
化
財
説
明
板
が
建
っ
て
い
ま
す
）。

　

明
治
三
三（
一
九
〇
〇
）年
、山
崎
富
子
は
そ
の
生
涯
を
閉
じ

ま
す
。享
年
五
十
歳
で
し
た
。

　

日
野
志
學
と
山
崎
富
子
の
墓
碑
は
、も
と
は 
旧  
鰐  
山 
墓
地
に

き
ゅ
う 
わ
に 

や
ま

あ
り
ま
し
た
。今
は
富
子
の
養
父
信
哉
、兄
英
順
の
墓
碑
と
と
も

に
、住
吉
の
廣
済
寺
に
、静
か
に 
佇 
ん
で
い
ま
す
。

た
た
ず

女
医
の 
魁 　

― 
日  
野  
志  
學  

山
崎
富
子
の 
墓  
碑 
―

さ
き
が
け 

ひ 

の 

し 

が
く 

ぼ 

ひ

51

石
巻
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化
資
料
展
示
施
設
整
備
対
策
室

★
ま
ず
は
健
診
！

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

健
診
結
果
は
か
ら
だ
の
状
態
を

教
え
て
く
れ
て
、
健
診
を
受
け
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
か
ら
受
診
券
（
票
）

が
届
い
た
ら
、
ぜ
ひ
、
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

★
な
ぜ
、
今
�
メ
タ
ボ
�

内
臓
脂
肪
型
肥
満
？

　

メ
タ
ボ
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
蓄
積
し
た
内
臓
脂
肪
か
ら
、

血
圧
を
上
げ
た
り
血
糖
を
下
げ
に

く
く
す
る
物
質
が
出
て
、
生
活
習

慣
病
の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
を

進
め
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
改
善
し
内
臓
脂
肪

を
減
ら
せ
ば
、
生
活
習
慣
病
に
な

ら
な
い
・
悪
く
な
ら
な
い
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

「
今
」
な
ら
間
に
合
い
ま
す
！

★
メ
タ
ボ
で
な
け
れ
ば
大
丈
夫
？

　

メ
タ
ボ
で
な
く
て
も
、
血
圧
や

血
糖
、
脂
質
の
異
常
が
あ
れ
ば
動

脈
硬
化
は
進
み
ま
す
。
メ
タ
ボ
で

な
け
れ
ば
安
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

石
巻
市
国
保
加
入
者
に
は
、
腎

臓
病
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
血
清

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
、
心
電
図
、

眼
底
検
査
も
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

検
査
結
果
に
受
診
勧
奨
の
値
が

あ
る
方
は
、
医
療
機
関
の
受
診
が

必
要
で
す
。
治
療
が
必
要
な
病
気

が
な
い
か
調
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

★
特
定
保
健
指
導

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
こ
れ

以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
メ

タ
ボ
該
当
者
と
予
備
軍
の
方
、
生

活
習
慣
の
改
善
の
必
要
性
が
高
い

方
に
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者
が

特
定
保
健
指
導
の
ご
案
内
を
し
て

い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
に
よ
り
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
改
善
す
る
こ
と
で
、

病
気
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
で

き
ま
す
！

　

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
！
メ
タ

ボ
脱
出
し
ま
せ
ん
か
？

★
受
診
率
の
目
標

　

平
成　

年
度
、
石
巻
市
国
保
加

２０

入
者
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は　
４５

％
で
し
た
。

　

年
度
目
標
は
達
成
し
ま
し
た
が
、

国
の
最
終
目
標
は
平
成　

年
度
で

２４

　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６５
　

年
に
一
回
は
健
診
を
受
け
て
、

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
把
握
し
、

生
活
を
振
り
返
る
機
会
を
持
ち
ま

し
ょ
う
！

　

健
診
結
果
や
生
活
習
慣
改
善
の

相
談
は
、
市
の
保
健
師
、
栄
養
士

が
、
随
時
、
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課
（
内
線　

）
６４６
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雄勝地区子育て支援
（問　雄勝総合支所保健福祉課� 57-３６１１）

★みんなのキッズひろば　（ところ　雄勝母子健康センター）

　～いろんなお友達と親子で楽しく遊びましょう！

おじいちゃん、おばあちゃんもご一緒にどうぞ！～

　１１日�　午前 10時～ 11時 30分

　　　

河南子育て支援センターパプラ
　（申・問　� ･FAX　72-4670）

★わいわいサロン　

・河南農村環境改善センター２階（パプラ）

　午前 9時 30分～ 11時 30分

※親子の上靴、飲み物、着替えなどをお持ちくだ

さい。

・０歳～１歳親子　２日�　９日�　１６日�　２３日�　３０日�

・２歳以上親子　　４日�　１１日�　２５日�

★スクエア子育てひろば　『親子バス遠足』　後援：社会福祉協議会

と　き：６月１８日�（雨天決行）

　　　　午前９時３０分　パプラ集合出発（河南農村環境改善センター）

　　　　午後１時３０分　パプラ到着

ところ：登米市米山町平筒沼ふれあい公園

参加費：１家族３００円＋保険料親子６０円

持ち物：おやつ、飲み物、お弁当、敷物、着替えなど

申込方法：参加費を添えてパプラへ６月１６日�まで申し込みくだ

さい。

　　　

桃生子育て支援センター「キッズホーム」
（申・問　バイオ研修センター内　�７６－４５２１）

★あそびの広場　　午前 9時 30分～ 11時 30分

�ピヨピヨキッズ（０・１歳親子）　４日� １１日� １８日� 25 日�

�わくわくキッズ（２歳以上親子）　３日� １０日� １７日� ２４日�

�広場開放日　２日�　９日�　１６日�　２３日�

★どんぐり子育て広場『子育てセミナー』

と　き：６月３０日�　午前 10時～ 11時３０分

ところ：永井いきいき交流センター

講　話：「家族の笑顔が子どもの心を育てる」

　　　　　～子どもを伸ばす　ほめ方　叱り方～

講　師：心理カウンセラー　佐々木まさえ先生

参加費：100 円（託児あります）

申込方法：電話またはＦＡＸで申し込みください。

　　　

北上地区ひまわり子育て支援
　（問　北上保健センター� 67-2301）

★ひまわりキッズ　午前 10時～ 11時 30分

　※親子の上靴、飲み物、着替えなどをお持ちください。

�北上公民館　１日�　８日�　１５日�　２２日�

　　　　　　２９日�

�北上保健センター　３日�　１０日�　２４日�

　　　

牡鹿地区子育て支援
（登録・問　牡鹿総合支所保健福祉課� 45-2113）

★子育て支援事業『ぐんぐんすくすく』

�牡鹿第一保育所

　　１１日（木）午前１０時　砂遊び　

�牡鹿保健福祉センター「清優館」　

　　２５日（木）午前１０時　リトミック（講師が来ます）

＊事前に参加登録が必要です。

子育て支援センターってどんなどころ？
◎親子（祖父母と孫）で一緒に遊んだり、いろいろな友だち（ママ友）

と楽しく子育ての情報交換ができます。もうすぐママになる方も

どうぞ！　いろいろなお友だちと親子で楽しく遊びましょう！

◎子育てのヒントが得られます。

◎居住地に限らず、どのセンターでもご利用できます。

�費用無料　　　�申し込み不要　　�利用年齢（0歳児～就学前）

�詳しい内容は、各センターだよりをご覧になるか、電話でお問い

合わせください。

◎電話相談、来所相談ができます。　　～ひとりで、悩まないで～

なかよし保育園子育て支援センター
（申・問　� 96-4551･FAX22-9881）

★親子教室

�１歳半～２歳半　2日�　9日�

� 2 歳半以上　１６日�　２３日�

★すくすく赤ちゃん

�ネンネ・寝返りグループ　　４日�　１１日�

�ハイハイ・ヨチヨチグループ　　１８日�　２５日�

★ツインズ・デー　　１２日�

★孫育て広場　　１９日�

★育児講座　　　２６日�　牛乳パックボールを作って遊ぼう

　定員はありませんが、予約が必要です。

　※いずれも午前 10時～ 11時 30分　費用無料

市子育て支援センター
　（問　はまなす保育所内　�・FAX24-1260）

★あそびの広場　　

�０歳～１歳半　１日�　８日�　１５日�　２９日�

�１歳半～２歳　２日�　９日�　１６日�　３０日�

�２歳半～３歳　３日�　１０日�　１７日�

�３歳半以上　　５日�　１２日�　１９日�

★かまっこ広場（ところ　釜会館）　　

�あそびの広場　　８日�　２２日�

�かんがるー広場　２日�　１６日�　３０日�

★かもめ広場（ところ　かもめ学園）

�あそびの広場　　１１日�　２６日�

�かんがるー広場　５日�　１９日�

※いずれも午前1０時～１１時（受付：午前9時 30分～９時50分）

★ファミリーコンサート（ところ　はまなす保育所ホール）

　２５日�　午前１０時～１１時（受付：午前９時３０分～９時５０分）

費用無料、申し込み不要

　河北子育て支援センター
（申・問　飯野川保育所内� 61-1601　ＦＡＸ 62-2359）

★あそびの広場　開放日は毎週月・水・木曜日　午前１０時～１１時３０分

　※水筒（水または麦茶）、着替え、手拭ハンカチをお持ちください。

★こそだてひろば　午前 10時～ 11時 30分

�長面老人憩の家　２日�　�釜谷交流会館　１２日�

�鶴家公民館　２３日�

※水筒（水または麦茶）、着替え、おしぼり、おやつをお持ちください

子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててて支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援コココココココココココココーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーー子育て支援コーナー

石巻市の人口と世帯数 平成２１年５月１日現在
（　 ）内は昨年同月比

79,427人  （－685人）

164,862人 （－1,349人）

85,435人 （－664人）

60,466世帯 （351世帯）

　今月号の表紙、鯨歯工芸の千々松さんのお話を聞いているう
ちに、懐かしくなりました。

　私の伯父は、以前、捕鯨船に乗っていて、伯父の家には、捕鯨船の模型と鯨のひげや歯で作った工芸
品が並んでいます。伯父は、よく捕鯨船のことや大海での出来事などを誇らしげに話していて、その
表情がとても良かったなあと思い出し、心が温かくなりました。しかし、取材終了後は、鹿に遭遇しな
いことを願いながら、ハンドルをきつくにぎって帰ってきました。　 Ｍ・Ａ

ＦＡＸ電話番号相　　談　　場　　所

22-988196-4551なかよし保育園子育て支援センター

24-126024-1260市子育て支援センター（はまなす保育所内）

62-235961-1601河北子育て支援センター（飯野川保育所内）

72-467072-4670河 南子育て支援 センターパプラ

76-452176-4521桃生子育て支援センター（キッズホーム）

◆◆◆ 編集後記 ◆◆◆


